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市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
11
月
26
日

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
訪
れ

た
観
客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
「
ま
た
来

年
」
と
い
う
声
援
に
後
押
し
さ
れ
、
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
市

内
を
中
心
に
信
越
自
然
郷
エ
リ
ア
か
ら
総

勢
１
０
７
名
が
集
結
し
た
市
民
第
九
合

唱
団
は
、
５
月
か
ら
計
14
回
、
約
半
年

間
に
わ
た
り
、山
﨑 

浩 

氏
（
飯
山
地
区・

北
町
）
の
合
唱
指
導
の
も
と
厳
し
い
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
団
員
が

一つ
と
な
っ
た
迫
力
の
あ
る
歌
声
が
ホ
ー

ル
全
体
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
も
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。
な
ち
ゅ

ら
の
ホ
ー
ル
の
響
き
に
魅
了
さ
れ
、
指
揮

に
は
世
界
の
舞
台
で
活
躍
さ
れ
る
增
田
一

揮
氏
。
特
に
第
１
ス
テ
ー
ジ
「
Ｇ
ヴ
ェ
ル

デ
ィ　
オ
ペ
ラ
名
曲
集
」
の
解
説
付
演
奏

で
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
固
い
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
す
る
わ
か
り
や
す
い
進
行
に
、
観

客
も
「
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
楽
し
さ
が
少
し

理
解
で
き
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー

で
構
成
さ
れ
る（
一
社
）東
京
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
管
弦
楽
団
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
。
各

パ
ー
ト
を
代
表
す
る
一
流
ソ
リ
ス
ト
、
ソ

プ
ラ
ノ
徳
武
雪
子
氏
、
ア
ル
ト
奥
野
恵

子
氏
、
テ
ノ
ー
ル
上
原
正
敏
氏
、
バ
リ
ト

ン
山
﨑
岩
男
氏
（
飯
山
市
出
身
）
ら
の

繊
細
か
つ
迫
力
の
あ
る
歌
声
と
と
も
に
メ

イ
ン
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン　

交
響
曲
第
九
番　
ニ
短
調　

作
品

１
２
５
【
合
唱
】」
で
は
、
市
民
合
唱
団

の
歌
声
が
重
な
る
と
大
き
な
一
体
感
に
会

場
全
体
が
高
揚
し
、
満
員
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は

　

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
の
開
館
を
契

機
に
「
な
ち
ゅ
ら
で
第
九
を
う
た
お
う
」

と
い
う
市
民
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
組
織

さ
れ
た
市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
（
会
長　

新
山 

敏 

氏
）。
市
の
協
力

の
も
と
、
す
べ
て
の
企
画
・
運
営
を
自
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
成
功
は
も
と
よ
り
、
こ
の
活
動

を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
や
人
材
づ
く
り
に

繋
げ
、
持
続
あ
る
地
域
の
文
化
芸
術
活

動
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

開場前には長蛇の列が

全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
心
地

よ
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
こ
の
す

ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
再
開
を
願
い
ま

し
た
。

　

閉
演
後
、
来
場
さ
れ
た
市
内
の
女
性

か
ら
は
、「
演
奏
と
歌
声
は
今
ま
で
に
聴

い
た
こ
と
の
な
い
迫
力
感
で
、
と
て
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
」
と
少
し
興
奮
気
味
に
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
で

は
、
普
段
、
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ぶ
機
会
が

少
な
い
方
な
ど
に
、
良
質
な
文
化
芸
術
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年
か
ら
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
）

を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
担
当
す
る
、（
一
社
）
東
京
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
管
弦
楽
団
と
の
縁
も
あ
り
、

10
月
23
日
、県
立
飯
山
養
護
学
校
で
「
森

の
楽
器
た
ち
演
奏
会
」
と
題
し
、「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」、「
マ
ル・マ
ル・モ
リ・モ
リ
」

な
ど
児
童
生
徒
に
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
中

心
に
、
プ
ロ
の
木
管
五
重
奏
で
演
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
１
０
０

年
末
に
演
奏
さ
れ
る
第
九

　
年
末
に
な
る
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン「
第
九
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
国
内
各
地
で
多
く
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
国
内
で
の
第
九
は
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
０
年
代
後
半
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
中
で
も
集
客
率
が
特
に
高
か
っ

た
第
九
を
当
時
の
日
本
交
響
楽
団
（
現
Ｎ

Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）
が
年
末
に
演
奏
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
定
例
と
な
っ
た
こ
と
が

発
端
だ
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
プ
ロ
か
ら

市
民
レ
ベ
ル
ま
で
、
年
末
に
な
る
と
多
く
の

国
民
の
歓
喜
の
歌
声
が
各
地
で
響
き
渡
た

り
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

歓
喜
の
歌
声
が
な
ち
ゅ
ら
に
響
き
渡
る

名
の
児
童
生
徒
・
教
員
が
集
ま
り
、
思
い

思
い
に
リ
ズ
ム
を
取
り
、
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
し
て
、
コ

ン
サ
ー
ト
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
が
目
指
す
も
の

地
域
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
も
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広
域
観
光
推
進
室 

広
域
観
光
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
９
１

　

11
月
１
日
、
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
（
東
京
都

新
宿
区
）
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
早
川
大
作
さ
ん

が
地
域
お
こ
し
企
業
人
と

し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
地
域
お
こ
し
企

業
人
」
と
は
、「
地
域
お

こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
総
務
省
が

推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

利
用
す
る
も
の
で
、
飯
山

市
な
ど
の
地
方
公
共
団

体
が
、
３
大
都
市
圏
に
あ

る
民
間
企
業
等
の
社
員

を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、

そ
の
専
門
的
な
知
識
や

手
法
を
生
か
し
て
、
地
域

独
自
の
魅
力
や
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

業
務
に
従
事
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
受
け
入
れ
に
関

連
す
る
経
費
の
一
部
は
国

か
ら
の
財
政
支
援
が
あ

り
、
着
任
さ
れ
た
早
川
さ

ん
は
、
ご
自
身
の
会
社
に

身
分
を
置
い
た
ま
ま
、
広

域
観
光
推
進
室
に
勤
務

し
ま
す
。

　

早
川
さ
ん
は
そ
の
観

光
分
野
で
の
豊
富
な
経

験
と
専
門
的
な
知
識
を

生
か
し
、
飯
山
市
を
含
む

９
市
町
村
か
ら
な
る
信

越
自
然
郷
エ
リ
ア
の
観
光

資
源・素
材
の
洗
い
出
し
、

掘
り
起
こ
し
か
ら
、
旅
行

商
品
の
造
成
・
宣
伝
・
企

画
等
を
中
心
と
す
る
業

務
を
行
い
ま
す
。

　

早
川
さ
ん
は
、「
９
市

町
村
か
ら
な
る
信
越
自

然
郷
エ
リ
ア
の
中
で
、
た

く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
実
現
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
着
任
し
た
か
ら

に
は
、
旅
行
商
品
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
実
績

を
残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

安全帯・命綱は使う前によく点検

ヘルメット着用
携帯電話持って
滑りにくい靴を履く

スノーダンプは
小回りのきくものを

はしごは必ず固定

はしごから屋根への
移動時は特に注意

疲れたときは作業しない

流雪溝等への雪捨ての
最中も滑らないように

家族や隣近所に
声をかけてから

雪詰まりの処理は
エンジンを切ってから

建物の周りに
雪を残して雪下ろし

低い屋根でも油断しない

屋根からの落雪に注意

新雪・晴れの日は雪のゆるみに注意

事故防止10箇条
①作業は家族、隣近所に声をかけて 2人以上で　②建物の周りに雪を残して雪下ろしをする
③晴れの日ほど要注意。屋根の雪がゆるんでいて危険
④はしごの固定を忘れずに　⑤除雪機はエンジンを切ってから雪詰まりの取り除きを
⑥低い屋根でも油断は禁物　⑦作業開始直後と疲れた頃は特に慎重に
⑧面倒でも命綱とヘルメットを　⑨用具はこまめに手入れ、点検
⑩作業の時は携帯電話を持参する

危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

除
雪
作
業
は
ご
注
意
を
‼

命
を
守
る
除
雪
中
の
事
故
防
止
10
箇
条

　

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
の
転
落
や
除
雪
中
の
事
故
が
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
や
安
全
管
理
を
図
り
、
十
分
ご
注
意
の
う
え
作
業
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

地域おこし企業人が着任
専門的な知識と手法を生かして

市
民
交
流
が
広
が
る

大
阪
市
・
飯
山
市　
市
民
交
流
姉
妹
都
市
企
画

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

昨
年
、
大
阪
市
と
市
民
交
流

姉
妹
都
市
を
提
携
し
た
こ
と
を
受

け
、そ
の
第
1
弾
の
企
画
と
し
て
、

（
一
財
）
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会
の
協
力
を
得
て
、
大
阪
に
あ
る

日
本
古
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
11
月

29
日
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開

催
。
約
１
３
０
名
の
聴
衆
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
器
が
奏
で
る
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
旋
律
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
と
大
阪
市
は
昭
和
49

年
の
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ス
キ
ー
姉

城北中学校での演奏の様子

妹
都
市
宣
言
」
の
も
と
、
ス
キ
ー

を
中
心
に
両
市
の
友
好
・
親
善
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
か

ら
は
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
合
唱
祭

に
飯
山
市
か
ら
も
参
加
す
る
な

ど
、
文
化
交
流
も
始
ま
り
、
そ
う

し
た
背
景
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

に
と
ど
ま
ら
ず
、
両
市
の
一
層
の

交
流
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
、昨
年
、

改
め
て
「
市
民
交
流
姉
妹
都
市
宣

言
」
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
は
17
世
紀
初
め

か
ら
18
世
紀
半
ば
の
ヘ
ン
デ
ル
、

バ
ッ
ハ
、
テ
レ
マ
ン
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

音
楽
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ

ロ
な
ど
の
弦
楽
器
は
、
現
在
の
楽

器
と
比
べ
低
音
で
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
、

バ
ロ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
そ
の

形
や
音
を
出
す
仕
組
み
に
特
徴
が

あ
り
、
そ
の
当
時
の
楽
器
を
用
い

た
演
奏
は
、
繊
細
で
心
地
よ
い
音

を
奏
で
て
く
れ
ま
し
た
。

　

終
演
後
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
て
め
ず
ら
し
い
バ
ロ
ッ
ク
楽

器
を
触
っ
た
り
、
演
奏
し
た
り
と

出
演
者
と
一
緒
に
交
流
を
楽
し
む

ひ
と
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
30
日
に
は
市
内
の
城
北
・
城

第 27回信州味のコンクール
　

第
27
回
信
州
味
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
を
受

賞
し
た
方
々
が
12
月
４
日
、
市
役

所
を
訪
れ
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

足
立
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

飯
山
市
の
農
産
物
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

■
共
同
開
発
の
部

と
き
わ
ご
ぼ
う
入
り
ビ
ス
コ
ッ
テ
ィ
ー

関
口
千
賀
子
さ
ん
、

Ｔ
．Ｏ
．ご
ぼ
う
部
会（
丸
山
和
義
さ
ん
）

■
商
品
加
工
の
部

カ
ラ
フ
ル
野
菜
５
色
米
粉
パ
ン
ミ
ニ

や
よ
い
農
園
（
滝
沢
弥
生
さ
ん
）

■
創
作
ふ
る
さ
と
料
理
の
部

さ
ば
ご
は
ん
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
飯
山

ぜ
に
が
め
堂
（
岩
崎
澄
子
さ
ん
）

　
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
10
月
６

日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
市
に

１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
は
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
準
要
保
護
世
帯
の
給
食
費
へ

の
補
助
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
５
日
に
は
、
別

盲導犬利用者の方と懇談
市内で初　ご協力をお願いします

　

12
月
１
日
、
日
本
盲

導
犬
協
会
と
曽
根
田
孝

さ
ん
（
飯
山
地
区・新
町
）

が
市
役
所
を
訪
れ
、
足

立
市
長
と
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
内
で
利
用
さ
れ
て

い
る
盲
導
犬
は
21
頭
で
、

曽
根
田
さ
ん
は
昨
年
か

ら
盲
導
犬
を
利
用
し
て

お
り
、
市
内
で
は
初
め
て

の
利
用
者
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
盲
導
犬
協
会
の

佐
藤
総
合
セ
ン
タ
ー
長

は
、「
盲
導
犬
は
飼
育
な

ど
世
話
が
大
変
な
ど
と
い

う
ふ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

関
心
が
あ
る
方
は
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
市
内
で

の
利
用
者
は
初
め
て
と
な

る
の
で
、
市
民
の
方
々
に
も

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
さ
れ
、
訪
れ
た
曽
根
田

さ
ん
も
「
毎
日
一
緒
に
自
宅

付
近
を
散
歩
し
て
い
る
。
一

緒
に
い
る
と
心
強
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

盲
導
犬
に
出
会
っ
た
時
、

ま
ず
は
そ
っ
と
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
だ
そ
う
で
す
。
も
し
困
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
お
手

伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
方
か
ら
「
高
齢
者
施
策
の
充

実
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
市
に

２
６
１
万
円
の
ご
寄
付
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
具
体
的

な
使
途
を
今
後
検
討
し
ま
す
。
暖

か
い
善
意
の
ご
寄
付
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
に
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

南
中
学
校
を
訪
問
し
、
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
の
鑑
賞
会
を
開
催
。
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
は
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

の
時
代
の
変
遷
や
楽
器
の
特
徴
な

ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
き
な
が
ら
、

質
の
高
い
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
音
楽
な
ど
文
化
芸

術
に
と
ど
ま
ら
ず
幅
広
い
分
野
で

市
民
交
流
を
行
い
、
大
阪
市
と
の

親
睦
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

受賞者が報告会



　信州デスティネーションキャンペー
ン（信州 DC）等多くのイベントへ新
幹線を利用して多くの方が飯山を訪れ
ました。
　また、今年は岡山地区での山腹崩落
や台風、昭和 57 年・58 年の水害後に
実施された河川改修の事業竣工から 30

飯山市の動き （平成 29年１月～ 12月）

1月17日 ①市内湯便局と異変時の情報提供等を行う「地域における協力に関する協定」を締結。
1月 20日
～ 23日

②ノルディックジュニア世界選手権出場の小林千佳さん（飯山地区）、祖父江凜さ
　ん（太田地区）、中村優斗さん（太田地区出身）が出場報告。

2月 11日
　　 12 日

③第 35回いいやま雪まつり
　第 17回かまくら祭り　　　　盛大に開催。
　第 19回秋津雪だるままつり

2月 18日 ④冬季インターハイで飯山高校スキー部の男子総合優勝・女子総合準優勝。
　市街地でがい旋パレードを実施

2月 22日 　㈱ゼンリンと災害時における地図製品等の供給に関する協定を、北信測量設計
　事業協同組合と緊急的な調査測量設計等に関する協定をそれぞれ締結。

3月 23日 ⑤信州デスティネーションキャンペーン 100日前イベント開催
　昔なつかしいラッピングを施した飯山線が走りました。

4月 4日 ⑥就農者のための飯山市農業研修センターが今年度より開所。
5月 3日
～ 5日

⑦第 34回いいやま菜の花まつり開催。800万本もの菜の花に加え、桜の花も残
　る会場にはおよそ 2万 9千人が来場。

5月 17日 ⑧東京都国分寺市と友好都市協定を締結

5月 19日 ⑨午前 6時ごろ岡山地区井出川流域で大規模な山腹崩落が発生。桑名川区新屋地
　籍の一部に避難勧告を発令。勧告は降雪期を迎えた 11月 20日まで続く。

5月 28日 　飯山駅前公園で第 5回信越自然郷いいやまアスパラまつり開催。多くの人でに
　ぎわいました。

7月 1日 ⑩信州DCオープニングイベント開催。9月末までの期間中は全国から大勢の方
　が訪れました。

7月 21日
～ 23日

　中国深圳市福田区より切り紙芸術家、袁曼君（エン・マン・クン）氏が来飯。
　作品の展示会や小中学生との体験などが行われました。

7月 31日 ⑫子ども議会開催。小中学生ならではの視点から活発な意見が出されました。

8月 1日 　市政の進展に貢献された方々を対象に、飯山市表彰式を開催。

8月 3日
～ 8日

⑬中国北京市内で「日中友好交流都市中学生卓球交歓大会」開催。市内中学生 2
　名が深圳市福田区との合同チームで参加し準優勝の快挙。

8月 9日
　飯山市の子育ての拠点施設となる仮称「飯山市子ども館」の起工式を開催。
⑭デザインを公募し、内山紙を使用したオリジナル婚姻届のデザインが決定。
　10月より窓口で配布を開始。

  8 月 11日 　いいやま灯篭まつり開催

8月 15日 　成人式開催。今年度の新成人は 265人。
9月 24日 　第 5回北信州ハーフマラソン開催。2,050 名の参加者が秋の北信州を満喫。
10月 8日 　第 44回飯山市駅伝大会開催。激走の末、木島Aチームが優勝。
10月 14日
～ 15日 ⑮第 17回いいやま花フェスタ開催。愛宕町メイン会場には約 7千人が来場。

10月 22日
～ 24日

⑯大型の台風 21号が飯山市に接近。市内各地では土砂崩落が発生。また内水の
上昇による農地の冠水や住宅地の浸水など、一部で被害が発生。

10月 24日 　後期基本計画（平成 30年度～ 34年度）の策定に向け、第 1回基本構想審議
　会を開催。

11月 1日 　民間企業等のノウハウや知見を活かし､ 地域独自の魅力や価値の向上等につな
　げる「地域おこし企業人」が着任。

11月 23日 ⑰昭和 57年・58年の水害を受け、施工された千曲川・樽川河川激甚災害対策特
　別緊急事業から 30年を迎え、記念シンポジウムを開催。

飯山市 この一年平成29年

①市内郵便局と協力協定

⑥　農業研修センターを開所 ⑦　ハッピーイエローをテーマに多くの催しが

②　世界の舞台に挑戦する意気込みを語ってくれました

④　10年ぶりに行われた、がい旋パレード

⑤　97年までのデザインをラッピングした車両

⑧　東京都国分寺市と友好都市協定を締結

⑬　飯山市代表 2名の中学生が準優勝

⑰　被害や教訓を風化させないため、破堤付近に記念碑を建立

⑩　信州DCがスタート 駅でお出迎え

⑮　今年も多くの花が展示され大勢の方が来場⑭　オリジナル婚姻届をデザインされた方々

土砂崩落や台風など、今年は自然災
害での印象が強く残りました

　⑯　台風21号により市道が通行できず

　　緊急で大型土のうやブロック積み等の応急処置

　⑨　井出川上流で山腹崩落が発生

　　市街地でも道路等が冠水

※丸数字は左の写真の番号
　　台風通過後の水田の状況

　　砂防えん堤付近では鋼製牛枠等の設置が行われる
　　（鋼製牛枠とは、土石流の流向制御や流木の捕捉
　　　等に利用できる小型の鋼製構造物です）

周年を迎えるなど、災害についても記
憶に残る一年となりました。今年の飯
山市を振り返ります。

③　各地で開催されたイベントで、多くの方が冬の飯山を満喫しました

⑫　子ども議会開催 子どもならではの視点で
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一般会計 歳入歳出予算額   141億7,162万円

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 47億 2,017万円 30億 9,965万円 65.7％

市 　 税 24億　　　　 円 13億 8,768万円 57.8％

国庫支出金 10億 7,027万円 3億 8,894万円 36.3％

県 支 出 金 6億 4,443万円 2億 1,737万円 33.7％

諸 収 入 7億 8,692万円 6,244万円 7.9％

市 　 債 13億 3,020万円 0　円 0％

そ の 他 32億 1,963万円 17億 6,422万円 54.8％

  歳　入 収入済額　69億 2,030 万円
収  入  率　48.8％

1．一般会計の状況

　冬期間は水道メーターの検針ができないため、漏
水に気づかなかったり、水道管が凍結破損してし
まったりする場合があります。雪が多く積もる前に
漏水などの点検をお願いします。
　蛇口を閉めた状態で水道メーターのパイロットを
確認してください。パイロットが回っていれば漏水
していますので、水道指定工事店へ連絡し修理を
お願いしてください。

パイロット

本格的な冬を迎える前に
水道管の確認を・・・

会　計 予算額 収入済額 執行率支出済額

簡 易 水 道 1億4,910万円 1億 3,540万円 90.8%
1億 2,787万円 85.8%

公 共 下 水 道 8億3,128万円 1億 4,467万円 17.4%
2億 2,213万円 26.7%

特定環境保全
公 共 下 水 道 4億6,076万円 6,348万円 13.8%

1億 5,368万円 33.4%

農業集落排水 3億6,611万円 5,146万円 14.1%
1億 3,512万円 36.9%

国民健康保険 29億4,688万円 10億 4,403万円 35.4%
12億 1,070万円 41.1%

後期高齢者医療 2億4,394万円 7,560 万円 31.0%
9,403 万円 38.5%

介 護 保 険 28億 　901万円 11億 5,531万円 41.1%
11億 8,060万円 42.0%

福 祉 企 業
セ ン タ ー 4,988万円 1,855万円 37.2%

1,902万円 38.1%

ケーブルテレビ 2億3,969万円 1億 1,964万円 49.9%
7,235万円 30.2%

駐 車 場 2,468万円 2,018万円 81.7%
1,040万円 42.1%

2．特別会計の状況

飯
山
市
の
財
政
事
情

平
成
29
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
財
政

の
執
行
状
況
等
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
平
成
29
年
4

月
か
ら
9
月
末
ま
で
の
状

況
で
す
。
な
お
、
さ
ら
に

詳
細
な
デ
ー
タ
は
飯
山
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

企
画
財
政
課 

財
政
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
３

【9月補正】補正額：2億 1,725 万円
平成 29年度　一般会計予算の補正状況

・区画整理事業　　　　　　　　（6,037 万円）
・除雪対策事業　　　　　　　　（4,340 万円）
・都市下水路管理事業　　　　　　（878万円）
・7月 1日豪雨災害復旧事業　　（1,365 万円）
・市道改良事業　　　　　　　　　（773万円）
・体育施設整備事業　　　　　　　（676万円）
・住宅管理事業　　　　　　　　　（661万円）
・衆議院議員選挙執行事業　　　（1,567 万円）

ほか

【6月補正】補正額：3億 5,070 万円
・ふるさと寄付金推進事業　（1億8,203万円）
・過疎地域等自立活性化推進事業（2,127万円）
・コミュニティ助成事業　　　　（1,030万円）
・井出川山腹崩落災害対策　　　（8,200万円）
・再生可能エネルギー導入計画策定事業

（1,346 万円）
ほか

136億
367万円

平
成
29
年
度
当
初
予
算

（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
む
）

長期借入金残高の推移（全会計）
（各年の残高数値は 9月末現在）

  歳　出 支出済額　50億　690万円
執  行  率　35.3％

支出内容 予算額 支出済額 執行率
民 生 費 37億 123万円 12億 2,683万円 33.1％

総 務 費 24億4,903万円 8億 2,612万円 33.7％

土 木 費 24億 8,953万円 4億 6,685万円 18.8％

教 育 費 10億 8,508万円 3億 9,633万円 36.5％

公 債 費 11億 2,799万円 5億 3,830万円 47.7％

商 工 費 10億 5,563万円 7億 662万円 66.9％

衛 生 費 8億 5,051万円 3億 356万円 35.7％

農林水産業費 6億 7,589万円 2億 5,286万円 37.4％

そ の 他 7億 3,673万円 2億 8,943万円 39.3％

H25 H29H20 H21 H22 H23 H24
0

100 億

200億

300億

400億

H26 H27

232
億 8
960
万円

303
億 4
505
万円

282
億 1
162
万円

259
億 1
197
万円

240
億 4
01
万円

226
億 4
087
万円

218
億 6
652
万円

216
億 2
710
万円

220
億 4
591
万円

237
億 6
091
万円

H28

※給水量
　有収水量のこと（水
　道料金の対象となっ
　た水量）
※有収率
　配水量に対する有収
　水量の割合

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）
上半期の収支差引（消費税含む）
3億 3,284 万円 － 2億 9,182 万円＝ 4,102 万円

※上記のうち、長期前受金戻入、減価償却費、資産減耗費、消費税等については
　平成 29年度見込額の 2分の１を執行額として集計しています。

今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業収益　合計 6億 5,463 万円 3億 3,284 万円 50.8％
営 業 収 益  計 4億 9,409 万円 2億 5,274 万円 51.2％
給 水 収 益 4億 7,324 万円 2億 5,038 万円 52.9％
受 託 工 事 収 益 1,609 万円 21万円 1.3％
そ の 他 営 業 収 益 476万円 215万円 45.2％
営 業 外 収 益  計 1億 6,054 万円 8,010 万円 49.9％
他会計補助金・長期前受金戻入等 1億 6,054 万円 8,010 万円 49.9％

収　入

今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業費用 合計 6億 3,723 万円 2億 9,182 万円 45.8％

営 業 費 用  計 5億 4,581 万円 2億 4,589 万円 45.1％
原 水 お よ び 浄 水 費 5,538 万円 2,207 万円 39.9％
配 水 お よ び 給 水 費 8,538 万円 2,682 万円 33.5％
受 託 工 事 費 1,375 万円 16万円 1.2％
総 係 費 5,706 万円 2,989 万円 52.4％
減 価 償 却 費 3億 3,058 万円 1億 6,529 万円 50.0％
資 産 減 耗 費 333万円 166万円 49.8％
そ の 他 営 業 費 用 33万円 0万円 0.0％
営 業 外 費 用  計 9,104 万円 4,593 万円 50.5％
支払利息・消費税等 9,104 万円 4,593 万円 50.5％
予 備 費 38万円 0万円 0.0％

支　出

平
成
29
年
度
上
半
期
の
経
営
状
況
な
ど

水
道
事
業
会
計

上
下
水
道
課 

業
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
５・２
２
６

　

平
成
29
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
の
業
務
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
数
値
は
平
成
29
年
９
月
末
現
在
）

■給水状況（上半期水道事業）
区　分 今年度上半期
給 水 件 数 8189戸
配 水 量 139万 4,079㎥
給 水 量 107万 3,077㎥
有 収 率 77.0％

　

第
５
次
総
合
計
画
に
お
け
る
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
第

２
回
目
の
基
本
構
想
審
議
会
が
11

月
10
日
㈮
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
前
期
基
本
計

画
期
間
で
実
施
し
た
施
策
の
振
り

返
り
や
・
実
績
に
つ
い
て
、
ま
た
、

後
期
基
本
計
画
の
重
点
分
野
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
第
３
回
目
の

基
本
構
想
審
議
会
が
12
月
１
日

㈮
に
開
催
さ
れ
、
後
期
基
本
計
画

に
お
け
る
第
１
章
か
ら
第
６
章
の

各
施
策
や
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
答
申
に
向
け
さ
ら
に
審

議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

第
２・３
回
の
基
本
構
想
審
議
会
開
催

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１
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飯山市の人事行政運営状況

公
表
人
事
行
政

運
営
状
況

【職員の採用・退職状況】

※職員数は一般職員に属する職員数
であり、地方自治法、公益法人等へ
の派遣等に関する条例に基づく派遣
職員を含み、臨時または非常勤職員
を除いています。

採用者数　　　　　 　Ｈ29.4.1
職　種 上級職 中級職 初級職 合　計
人　数 3 0 1 4

退職者数　　Ｈ28.4.1～Ｈ29.3.31
退職事由 定年 定年以外の退職 合　計
人数 10 3 13

【部門別職員数の状況と主な増減理由】（H29.4.1 現在）
 部   門

区   分
職員数 ( 人 ) 増減 増減理由28年度29年度

一 般 行 政

議　会 ３ 3

増員理由は、研修
派遣に伴う部門調
整によるもので、
減員理由は、組織
機構及び人員配置
の見直しなどによ
るものです。

総務企画 47 49 2
税　務 12 11 △ 1
民　生 49 47 △ 2
衛　生 11 10 △ 1
農　林 13 13
商　工 10 9 △ 1
土　木 23 21 △ 2

特 別 行 政 教　育 42 38 △ 4

公営企業等
水　道 8 8
下水道 5 5
その他 15 15

合　計 238 229 △ 9

職員の任免および職員数に関する状況1

【一般行政職の平均給料月額と
　平均年齢の状況】　　　　　（H29.4.1現在）
平均給料月額 平均年齢
32万 9,400 円 44.6 歳

【特別職報酬などの状況】
（H29.4.1 現在）

区　分 給料月額等
市　長 714,000 円
副市長 585,000 円
教育長 508,000 円
議　長 328,000 円
副議長 281,000 円
議　員 263,000 円
【期末手当支給割合】

給料月額等 ×1.4× 下記の月数   
  ６月期 :1.4 月   12 月期 :1.55 月

【職員手当の状況】　　　　　　　（H29.4.1現在）

区　分
飯山市

国
期末 勤勉

期
末
・
勤
勉
手
当

６月期 1.225 月分 0.850 月分

同　
左

（特定幹部職員）（1.025月分）（1.050月分）
12月期 1.375 月分 0.850 月分

（特定幹部職員）（1.175月分）（1.050月分）
合　計 　2.6 月分   1.7 月分

（特定幹部職員） （2.2 月分）  （2.1 月分）
自己都合 勧奨・定年

退
職
手
当

勤続20年 20.445 月分 25.55625月分
勤続25年 29.145 月分 34.5825月分
勤続35年 41.325 月分 49.59 月分
最 高 限 度 49.59 月分 49.59 月分
その他特例 退職時特別昇給は未実施

※他に扶養手当、住居手当、通勤手当等があります。

【人件費と職員給与費の状況】
①人件費の状況（Ｈ 28年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
144億 6,938 万 6,000 円 18億 9,016 万 6,000 円 13.1％

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

②職員給与費の状況（Ｈ 29年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費
（B/A）

共済費
給　料

職　員　手　当
計（B）

うち期末・勤勉手当

204 人 7億 8,996万
5,000 円

4億 4,917万
3,000 円

3億 597万
1,000 円

12億 3,913 万
8,000 円 607万円 3億 1,747 万

3,000 円

【一般行政職の初任給と経験年数別学歴別
  平均給料月額の状況】　　　　  　　　（H29.4.1現在）

採用
区分 大学卒 高校卒

初任給 178,200 円 146,100 円

経
験
年
数

10 年以上 15年未満 278,200 円 248,400 円
15年以上 20年未満 316,100 円 277,300 円
20年以上 25年未満 347,400 円 315,700 円
25年以上 30年未満 376,600 円 343,900 円
30年以上 35年未満 399,300 円 372,200 円

35年以上 419,300 円 387,100 円

職員の給与の状況2

平成 28年度中に新たに育児休業を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間

男 女 3月以下 3月超え
6月以下

6月超え
9月以下

9月超え
1年以下

1年超え
3年以下

－ 3 － － 1 － 2

平成 28年度中に新たに介護休暇を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間

男 女 １月
以下

１月超え
２月以下

２月超え
３月以下

３月超え
４月以下

４月超え
５月以下

５月
超え

－ － － － － － － －

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

【育児休業、介護休暇の取得状況等】（右表参照）

年次休暇、療養休暇、特別休暇（夏季、結婚、産前産後、子の看護、忌引、
ボランティア活動等）、育児休業、介護休暇等

【休暇等の種類】

【職員の勤務時間】 1 週間 38時間 45分
勤務の割振り：月曜日から金曜日。１日の勤務時間：午前８時 30分
から午後５時 15分。（途中 1時間の休憩時間を設け 7時間 45分）

【年次休暇】
年 20日。使用しなかった年次休暇は翌年次に限り繰り越して使用可。
平成 28年中の平均取得日数は 7.9 日。

3

分限処分の件数（Ｈ 28 年度） 処分の主な理由
免職 休職 降任 降格 計

病気によるもの
－ 1 － － 1
懲戒処分の件数（Ｈ 28 年度） 処分の主な理由
免職 停職 減給 戒告 計

交通事故
－ － － 1 1

【分限処分】　一定の事由によって職員がその職務を十分に果たすこと
ができない場合などに、職員の意に反する不利益な身分上の変動をも
たらす処分で、公務能率の維持向上を図ることを目的としています。
【懲戒処分】　職員の一定の服務義務違反に対して職員に科する制裁と
しての処分。規律の維持を目的として職員の道義的責任を問うもの。

職員の分限および懲戒処分の状況4

申請件数 承認件数 承認した主な事項

12 12 各種スキー大会役員
統計調査員

　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第 30条に「すべて職員は、
全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且

か
つ、職務の遂行

に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と規定
されています。この趣旨を具体的に実現するため、同法では、営利
企業等の従事制限等を職員に課しており、その他にも職務命令等に
従う義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、職務専念義務、政治的
行為の制限、争議行為等の禁止等の義務を地方公務員に課していま
す。平成28年度中の本市における営利企業等への従事許可の状況（地
方公務員法第 38条第１項の規定による任命権者の許可を受けたも
の）は次のとおり
です。

職員の服務の状況5

職員の福祉と利益の保護の状況

　職員の衛生および健康の管理を行うため産業医を置くととも
に、職員の危険および健康障害を防止するための基本となるべ
き対策、公務災害の原因の調査および再発防止対策その他職員
の安全および衛生に関することについて調査審議するため衛生
委員会を設置しています。

【産業医および衛生委員会の設置】

公務災害 通勤災害
発生 認定 発生 認定
2 2 0 0

【公務災害等の発生および認定状況】

【健康診断等の実施内容】

レントゲン間接撮影、胃集団検診
大腸ガン検診、人間ドック
婦人ガン検診、総合健康診断

ア．互助会は、職員からの会費（給料月額の 1000分の 4.5 に相当
　　する額。Ｈ28年度 約4,136千円）等で運営されています。なお、
　　互助会が実施する慶弔金、見舞金、資金の貸付、生活物資のあっ
　　せんなどの事業の費用は、会費などにより賄われています。
イ．職員の共済制度は、他の健康保険や厚生年金の制度と同様に地方
　　公務員等共済組合法に基づき、職員と市とにおいて分担・拠出す
　　る財源により短期給付事業、長期給付事業、福祉事業等を行って
　　います。

【福利厚生事業】

7 平成 28年度における
北信広域連合公平委員会の業務状況について

◇勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員から、地方公務員法第 46条の規定に基づき、給与、勤務時間その他
の勤務条件に関し地方公共団体の当局により適当な措置を執られるよう要求
があった場合、公平委員会は事案について審査を行い、これを判定し、その
結果に基づいて、その権限を有する地方公共団体の機関に対して必要な勧告
を行います。件数については、次のとおりです。

◇不利益処分に関する不服申立ての状況
　職員から、地方公務員法第 49条の 2の規定に基づき、懲戒、その意に反
すると認められる不利益な処分について不服申立てがあった場合、公平委員
会は、口頭審理等の方法により審査を行い、その結果により当該処分を承認、
修正、取り消し、必要がある時は、任命権者に対して職員が当該処分によっ
て受けた不当な取扱いを是正するための指示を行います。件数については、
次のとおりです。

件数
(A)+(B)+(C)+(D)

審査結果
打ち切り（A） 勧告（B） 取り下げ（C） 棄却（D）

－ － － － －

8

区　分 内　容

独自研修

職員人権同和研修、福祉体験研修、プロジェクトマ
ネジメント研修、接遇研修、障がいを理由とする差
別解消の推進職員研修会、個人情報保護研修、不当
要求防止研修、人事評価評価者研修、採用前職員研
修など

市以外が主催
する研修会

一般行政職員研修、中堅職員研修、係長研修、部課
長研修、新規採用職員研修、人事給与管理研修、北
信三市研修、先進都市行政視察、法制執務研修、防
災危機管理研修、税務各種研修、まちづくり・人材
育成・選挙管理等専門研修

職員の研修と人事評価の状況

【研修の実施状況（平成 28 年度）】

6

評価方法・回数 評価期間 評価対象者

業績評価
（年 2回）

前期：平成 28年 4月～ 9月
後期：10月～平成 29年 3月

育児休業等により評価期間に
勤務しなかった職員を除く全
ての正規職員
前期業績・能力評価　232名
後期業績評価　230名

能力評価
（年 1回） 平成 28年 4月～ 9月

【人事評価の状況（平成 28 年度）】
　人事評価は、「人材育成の促進」及び「公務能率改善による市民サービスの
向上」を図ることを目的に、平成 28年度より全正規職員を対象に本格実施
しています。評価結果については、処遇に反映しています。

件数
(A)+(B)+(C)+(D)

審査結果
打ち切り（A） 勧告（B） 取り下げ（C） 棄却（D）

－ － － － －
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級
級別基準職
務表に規定
する基準と
なる職務

合計 内訳 職制上
の段階

（人）（％） 職名 （人） 段階

１
級
定型的な業務
を行う職務 21 9.1

主事 8

主事級
技師 1
保育士 8
主事補 3
副保育士 1

２
級 主任の職務 25 10.8 主任 24 主任級活性化ｾﾝﾀｰ所長 1

３
級
主査の職務
副主幹の職務 105 45.3

主査 61
主査級活性化ｾﾝﾀｰ所長 3

副主幹 41

４
級
係長の職務
主幹の職務 37 15.9

係長 26

係長級
企画員 2
出張所所長 2
園長 6
給食ｾﾝﾀｰ所長 1

５
級
課長補佐の職
務 20 8.6

課長補佐 18
課　長
補佐級事務局長補佐 1

所長補佐 1

６
級
課長の職務
副参事の職務 17 7.3

課長 12

課長級
室長 2
副参事 2
議会事務局次長 1

７
級
部長の職務
参事の職務 7 3.0 部長 6 部長級

議会事務局長 1
合　　計 232 100

級及び職制上の段階ごとの職員数
【平成 29 年 4 月1日現在】

　住民基本台帳法に基づき、平成 28 年 11 月１日から平
成 29年 10 月 31 日までの住民基本台帳閲覧状況を公表し
ます。

市民環境課 市民係 ☎ 62-3111 内線 151.156

　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体が行う地
域住民のための福祉活動。営利以外の目的で行う居住関係の確
認のうち、訴訟の提起その他特別な事由がある場合。

閲覧することができる場合

公
表

住 民 基 本 台 帳
閲 覧 状 況

国および地方公共団体の機関による閲覧
○機関の名称　　　　自衛隊長野地方協力本部
○請求事由の概要　　自衛官の募集
○閲覧年月日　　　　平成 29年 1月 25 日
○閲覧の範囲
　平成 11年 4月 2日～平成 12年 4月 1日の間に生まれ
　た男女

個人または法人による閲覧
○申出者　　　　　　（株）日本リサーチセンター
○請求事由の概要　　家計の金融行動に関する世論調査
○閲覧年月日　　　　平成 29年 3月 22 日
○閲覧の範囲　　　　飯山市大字静間の 20歳以上の男女

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

納
め
忘
れ
な
く
確
実
に
納
付
い

た
だ
く
た
め
、
口
座
か
ら
の
自
動

引
き
落
と
し
が
お
す
す
め
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
役

所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い

し
ま
す
。
飯
山
市
ホ
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か
ら
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式
の
ダ
ウ
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ロ
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ド
も
可

能
で
す
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納
め
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れ
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り
ま
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か
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期
限
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付
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協
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を
お
願
い
し
ま
す

税
務
課 

収
税
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３・１
６
６

　

年
末
に
あ
た
り
税
務
課
で
は
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「
う
っ
か
り
未
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」
一
掃
に
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組
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で
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ま
す
。
払
っ
た
つ
も
り
、

口
座
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落
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思
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納
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忘
れ
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ま
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に
な
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市
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ま
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ん
か
？
今
一
度
、
お
手
元
の
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収

書
や
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を
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く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
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ま
た
、
未
納
市
税
の
納
付
に
つ

い
て
の
ご
相
談
も
随
時
お
受
け
し

て
い
ま
す
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遠
慮
な
く
収
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係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
税
納
付
の
ご
案
内

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す
！

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
、
飯
山
市
の
市
税
が
納

付
い
た
だ
け
ま
す
。
休
日
や
夜
間

も
納
付
で
き
、
手
数
料
無
料
の
コ

ン
ビ
ニ
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
使
え
る
納

付
書
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す

　

営
業
、
農
業
等
の
事
業
主
の
方

で
、事
業
用
の
償
却
資
産
（
家
屋・

車
両
以
外
の
機
械
、
設
備
、
事
務

機
器
等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
原

則
と
し
て
毎
年
１
月
１
日
の
所
有

状
況
を
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
申
告
期
限
は
平
成
30
年
１

月
31
日
㈬
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

資
産
税
係

☎
内
線
１
６
４

宝
く
じ
の
助
成
金
で
自
主
防
災

会
の
防
災
用
具
を
整
備

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
活
動
助
成
事
業
（
地
域
防

災
組
織
育
成
助
成
事
業　

区
分

ア
）」
を
活
用
し
、
大
川
区
自
主

防
災
会
（
柳
原
地
区
）
が
防
災
用

具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

庶
務
課 

庶
務
係

☎
内
線
３
３
６

整備された防災用具

農
地
の
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し

ま
す大

切
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
に
あ

る
す
べ
て
の
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、

農
地
の
利
用
意
向
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
の
利
用
意
向
調
査

は
、
遊
休
農
地
と
区
分
さ
れ
た
所

有
者
に
対
し
て
、
今
後
の
利
用
方

法
を
伺
う
も
の
で
す
。

　

回
答
は
各
遊
休
農
地
の
筆
ご

と
、「
自
分
で
耕
作
す
る
」「
誰
か

に
貸
し
付
け
た
い
」
な
ど
か
ら
１

つ
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
２
６
１

　

農
地
の
利
用
意
向
調
査
表
を

発
送
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
30
年

１
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
よ
り
返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
を
荒
ら
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
固
定
資
産
税

が
１・８
倍
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
届
い
た
調
査
票

及
び
同
封
の
通
知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
配
布
開

始
か
ら
２
カ
月
が
過
ぎ
、
12
組
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
持
ち
か
え

り
、
５
組
が
飯
山
市
に
届
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
の
届
出
日
に
二
人
の
門
出

を
祝
福
し
て
、
飯
山
市
の
自
然
の

風
景
（
２
種
類
、
菜
の
花
と
か
ま

く
ら
の
ど
ち
ら
か
）
を
背
に
し
て
、

記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
場
合
は
、
職
員
に
お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
民
環
境
課 

市
民
係

☎
内
線
１
５
６

※
カ
メ
ラ
の
用
意
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｂ
Ｎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

最
終
選
考
作
品
に
選
出

　
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
思
い
を
「
手

作
り
Ｃ
Ｍ
」
に
こ
め
た
映
像
の
祭

典
「
第
17
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
の
最
終
審
査
が

12
月
3
日
、長
野
市
で
開
催
さ
れ
、

応
募
さ
れ
た
90
作
品
の
中
、
予
選

を
通
過
し
た
20
作
品
が
ス
テ
ー
ジ

Ｐ
Ｒ
に
挑
み
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
「
城
南
中
学
校
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
ち
ー
む
こ
ま
ぁ
し
ゃ
る

２
０
１
８
」
が
制
作
し
た
「
勝
ち

め
し
飯
山
市
」
も
こ
の
最
終
審
査

企
画
財
政
課 

情
報
政
策
係

☎
内
線
３
９
２

会
に
進
出
。
同
作
品
は
飯
山
市
の

郷
土
料
理
で
あ
る
笹
ず
し
を
食
べ

て
〝
受
験
〞
と
い
う
戦
を
勝
ち
抜

こ
う
と
い
う
作
品
で
、
城
南
中
学

校
生
徒
10
名
に
よ
る
名
演
技
が

光
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
各
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
の
最
終
審
査
会
の
模
様
は
、

1
月
3
日
㈬
の
16
時
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｎ

長
野
朝
日
放
送
で
テ
レ
ビ
放
映
の

予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
縁
起
の

良
い
郷
土
料
理
を
Ｐ
Ｒ
し
た
Ｃ
Ｍ

「
勝
ち
め
し
飯
山
市
」
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｍ
制
作
に
携
わ
っ
た
皆
さ

ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

◀
名
演
技
を
見
せ
て
く
れ
た
城
南

　
中
学
校
の
み
な
さ
ん
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自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

〈
予
備
自
衛
官
補
〉

　

自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自

衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、
所
要
の

教
育
訓
練
の
後
、
予
備
自
衛
官
と

し
て
採
用
す
る
制
度

■
対
象 

一
般
：
18
歳
〜
34
歳
未
満

　
　

   

技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家

                 

資
格
を
有
す
る
方

■
受
付 

1
月
9
日
㈫
〜
4
月
6
日
㈮

■
試
験
日 

4
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬

　
　
　
　
の
う
ち
1
日

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

　
自
衛
隊
の
第
一
線
で
技
能
と
体

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

☎
０
２
６-

２
３
５-

６
０
２
６

力
を
一
心
に
磨
く
任
期
制
自
衛
官

■
対
象　
18
歳
〜
27
歳
未
満

■
受
付　
年
間
を
通
じ
行
っ
て
い

　
　
　

ま
す
。

■
試
験
日　
2
月
10
日
㈯

■
合
格
発
表　
志
願
票
受
付
時
に
お

　
　
　
　
　

知
ら
せ
し
ま
す
。

第
５
回
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ
雪
の
学
校　
参
加
募
集

　

飯
山
で
行
わ
れ
る
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

戸
狩
温
泉
の
民
宿
に
泊
ま
り
、

な
べ
く
ら
高
原
の
雪
原
で
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
た
人
々
と
雪
遊
び
を

楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
が
来
年
３
月
で

第
５
回
目
を
迎
え
、
今
回
も
ぜ
ひ

多
く
の
市
民
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
語
を
話
す
こ
と
が
参
加
の

条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国

内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
飯

山
市
へ
お
越
し
に
な
る
方
、
世
界

様
々
な
国
の
方
と
の
交
流
に
興
味

が
あ
る
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
程

平
成
30
年
３
月
27
日
㈫

〜
30
日
㈮
（
３
泊
４
日
）

■
募
集
条
件

○
市
内
在
住
の
学
生
、
も
し
く
は

市
内
の
学
校
（
小
学
校・中
学
校・

高
等
学
校
）
へ
通
っ
て
い
る
こ
と

（
新
小
学
５
年
生
以
上
）

■
参
加
費
用

１
人
２
万
７
千
円

（
飯
山
市
特
別
料
金
）

■
参
加
者
の
声

（
昨
年
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
）

○
鈴
木
さ
ん
（
小
学
生
）

私
に
と
っ
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い

３
日
間
に
思
え
ま
し
た
。
来
年
も

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

○
佐
々
木
さ
ん
（
中
学
生
）

多
言
語
に
た
く
さ
ん
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○
風
間
さ
ん
（
中
学
生
）

み
ん
な
と
仲
良
く
、
安
心
し
て
す

ご
せ
ま
し
た
。
次
回
い
け
た
ら
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
丸
山
さ
ん
（
高
校
生
）

２
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

言
語
の
力
、
そ
し
て
楽
し
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

信
州
い
い
や
ま
観
光
局

営
業
企
画
課

☎
62
３
１
３
３

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

第
１
学
期
（
４
月
入
学
生
）
募
集

　

放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度

第
1
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

　
第
1
回　
2
月
28
日
㈬
ま
で

　
第
2
回　
3
月
20
日
㈫
ま
で

司
法
書
士
に
よ
る

　
「
生
活
保
護
１
１
０
番
」

　
　
　
電
話
無
料
相
談
会
実
施

　

長
野
県
司
法
書
士
会
お
よ
び

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

は
、
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
の
共
催
に
よ
り
、「
生
活
保
護

１
１
０
番
」
電
話
無
料
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
６-

５
８-

２
３
３
２

飯
山
都
市
計
画
下
水
道
を
変
更

農
業
集
落
排
水
事
業
統
合
に
伴
う

都
市
計
画
法
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
よ
り

健
全
な
経
営
を
図
る
た
め
、
農
業

集
落
排
水
事
業
処
理
区
域
を
隣

接
す
る
公
共
下
水
道
処
理
区
へ
の

統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
30
年
５
月
末
を

目
途
に
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け

る
処
理
区
域
の
変
更
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理

区
（
木
島
地
区
）
を
公
共
下
水
道

上
下
水
道
課 

下
水
道
係

☎
内
線
２
２
１・２
２
２

（
木
島
処
理
区
）
へ
統
合
す
る
た

め
必
要
と
さ
れ
る
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
手
続
き
で
、
左
記
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
な
お
、
計
画
案
の
閲
覧
、
公
述

人
申
出
・
意
見
書
の
受
付
に
つ
い

て
は
、
上
下
水
道
課
下
水
道
係
に

て
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
素
案
概
要
の
告
示

平
成
30
年
１
月
18
日
〜
２
月
１
日

○
公
述
人
の
申
出
受
付

１
月
18
日
〜
１
月
25
日

○
計
画
案
の
公
告
・
縦
覧

（
意
見
書
の
受
付
）

２
月
15
日
〜
３
月
１
日

み
ん
な
覚
え
て
『
１
１
８
番
』

１
月
18
日
は
『
１
１
８
番
の
日
』

で
す
！

　

１
１
８
番
は
、

海
上
保
安
庁
の

緊
急
通
報
用
電

話
番
号
で
す
。

　

海
で
事
件
や

事
故
を
見
か
け

た
場
合
、
見
慣
れ
な
い
船
を
見

か
け
る
な
ど
不
審
に
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
す
る
際
は
い
つ
・
ど
こ
で
・

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

☎
０
２
５-

２
８
５-

０
１
１
８

何
が
あ
っ
た
な
ど
を
簡
潔
に
、
落

ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

  

総
務
課　
広
報
・
地
域
連
携
室

URL :http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/09kanku/index.htmホームページをご覧
ください

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が
サ
ポ
ー
ト

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金　
利　
年
１・８
１
㌫

■
返
済
期
間　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
世
帯
に
つ
い
て
は

金
利
・
返
済
期
間
の
優
遇
措
置
が

日
本
政
策
金
融
公
庫 

長
野
支
店

☎
０
２
６-

２
３
３-

２
１
４
１

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

■
問
合
先　

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　
☎
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

■
日
時　
1
月
28
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

■
電
話　
０
１
２
０-

０
５
２-

０
８
８

■
相
談
料　
無
料

■
相
談
例

○
生
活
保
護
の
申
請
は
ど
の
よ
う

　
に
す
る
の
で
す
か
？

○
生
活
保
護
を
受
け
る
の
に
、
財

　
産
を
手
放
す
必
要
が
あ
り
ま

　
す
か
？
等

30（
さ
ん
ま
る
）・
10（
い
ち
ま
る
）

運
動
実
施
中

宴
会
料
理
の
食
べ
残
し
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う

　

長
野
県
で
は
食
品
ロ
ス
削
減
を

目
的
と
し
た
「
食
べ
残
し
を
減
ら

そ
う
〜
ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
一

環
と
し
て
、
特
に
宴
会
が
多
く
な

る
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
『
宴

会
料
理
』
の
食
べ
残
し
を
出
さ
な

い
た
め
の
呼
び
か
け
を
行
う
、「
残

さ
ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運
動 

宴
会
食
べ
き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
宴
会
が
始

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
内
線
１
９
１・１
９
２

ま
っ
た
最
初
の
30
分
と
最
後

の
10
分
は
自
分
の
席
に
つ
い

て
お
料
理
を
楽
し
み
、
食
べ

残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
（
食

品
ロ
ス
）
は
、
年
間
で
約

６
２
１
万
㌧
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
べ
残
し
を
し

な
い
こ
と
は
、
誰
に
で
も
で

き
る
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

の
１
つ
で
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
心

掛
け
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で

も
地
域
で
も
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

看
護
職
の
復
職
を
お
手
伝
い

第
5
回
看
護
職
就
職
プ
レ
相
談
会

　

看
護
職
を
離
職
し
て
ブ
ラ
ン

ク
の
あ
る
方
や
働
き
方
を
変
え
た

い
方
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。（
個
別
相
談
・
情
報
提
供
）

参
加
は
予
約
制
で
す
。

■
日
時

　
1
月
24
日
㈬13

時
30
分
〜
16
時

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野

　
中
央
プ
リ
ン
ト
ビ
ル
会
議
室

■
相
談
担
当

　
長
野
県
看
護
協
会　
他

長
野
県
看
護
協
会

☎
０
２
６
３-

３
５-

０
０
６
７

※
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
長
野
県
看
護
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
具
体
的
な
事
実

関
係
や
、
書
類
の
確
認
を
要
す
る

な
ど
、
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご

予
約
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
、
ご

住
所
、
ご
相
談
内
容
を
お
う
か
が

い
い
た
し
ま
す
。

※
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質

問
や
ご
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
信
濃
中
野
税
務
署
に
電
話

し
、自
動
音
声
案
内
の
番
号
「
１
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

信
濃
中
野
税
務
署

☎
０
２
６
９-

２
２-

３
１
５
１




